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梅は日本にもあったが、中国の山西省、四川省から遣唐使、遣隋使によって運ばれたと言われている。万葉集、古今和歌集では花という一字で表すのは、その頃は「梅」だったが、最近では「桜」となっている。
梅の種類は380種類あまりあり、梅の花は紅色から白色であり、黄色の蝋梅は梅ではなく
「蝋梅」という種類である。
梅には、野梅系(やばいしょう)と豊後系(ぶんごしょう)があり、野梅系は野の梅で固い幹である。豊後系の幹は古くなると皮だけになり、幹の中の中身を全部落としていく梅である。
得月楼の盆梅はほとんどが豊後系で中が空洞になった皮だけの幹である。
北野天満宮には幹がかくかく横に伸びる雲龍梅があり、得月楼にもあったが、弱い品種なので枯れてしまった。
梅も桜もバラ科の種類で梅は幹が割れたように立っているのが古い。
桜はパッと咲いて、パッと散る潔さを本分としているが、梅は咲き始めから順番につぼみが大きくなって花が咲くところまで細かく見るところが梅の見方である。
枝の色は赤、黄土色、緑、柿色もある。枝は上に伸びていて、年数が経つと角が固くなるが、若いとつるつる滑らかな枝である。
花の色は紅から白、紅のところに白の縁取りがあったり、白いところにちょっと紅をさしたような赤が入ったり、それで種類が全部分かれてくる、そういうところをご覧いただきたい。
盆梅は、梅全体は軽いが、土と鉢が重いので、庭から二階の座敷にあげるときは重くて大変である。盆梅の鉢は大体、安芸市の内原野焼の登り窯で焼いたものを使っているが、現在登り窯がなくなっているので、今後同じものを焼くことはできない。
桜は刃物を入れると、そこから枯れてくるが、梅は枝を切らないといくらでも伸びてしまい荒木になってしまう。また、花がついた枝はもう二度と花は咲かないので、花が終わると枝を切らないといけない。枝は２～3ｃｍ残して、全部切る。芽が出て、伸びてくるのは６月頃なので、７～８月には枝が上を向くように針金を使って形を作るようにする。
枝があまり伸びすぎると、花がつきにくくなるので切る。
夏場、水やりをするときは、昼間は水温が上がり、鉢が焼けてしまうので、夜になってから水やりをする。
梅の花というのは、乾燥すると花を咲かせる。コロナ禍でお客が減り、暖房をつける機会が少なくなったため、例年に比べて乾燥しないので花が咲きすぎることはない。
また、例年宴会が終わると、すべての盆梅に霧状で水やりをして乾燥させないようにしている。今年も２月１４日に盆梅の入れ替えをするが、外にあるのは蕾が多く、夜露がかかるため花が開くのに時間がかかる。
庭は幕末の時代の作で銭谷セメント(日本セメント)社長の庭だったもので、戦時中戦火で建物は焼けたが、石や池は当時のままである。この会場は木造５０年以上経ったものですべて国の登録有形文化財となっている。天井はヤナセ杉ですべて本物の木材を使用している。
消防法により一度壊したらもう二度と復元することはできない。

